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4. 紋別市役所

日時

場所 紋別市役所

話し手 姫田 j閏市氏(紋別市総務部大学振興室参事・庶務課長)

尾形勝己氏(紋別市総務部大学振興室副参事・庶務課庶務係長)

聞き手 姉崎・光本・石山・伊藤・ 上田・ 佐藤克・滝ヶ平

左から姫田氏・尾形氏・姉崎・上国

道都大開学までの経緯

姫田 道都大学の経過はすでに新聞等でご存知だと

思うんですけれども、残念ながら来年3月、いまこち

らに残っている社会福祉学部のキャンパスを、経営と

美術学部があります北広島に移転されることとなり

ます。ただ、敷地等は引き続き学術研究用に使ってい

きたいとの大学側の意向であります。

道都大学を誘致した経緯は、昭和 48年から始まり

ます。そのころ、この網走圏には大学は北見工業大学

1校でした。48年前後、高校から大学への進学率が

高くなってきました。地元の子弟の高等学校への進学

率を高める、あるいは親御さんの負担を軽減する意味

も含めて、大学を何とか誘致できなし、かというのが誘

致の始まりだ、ったんです。

時期をちょうど同じくして、当時の北海道産業短期

大学の学長の阿部さんという方が紋別へおこしにな

って、短大でお持ちの 「文化村構想」というのがあり

ますということで、当時の紋別市長に話をされました。

「文化村構想」とし、うのは、大学を基盤とした学校の

整備充実ということだ、ったそうなんですけれども、短

大ではなくて四年制の学部学科を持ちたいというお

考えだ、ったものですから、当時、私どもの地元の子弟

のための高等学校進学のための整備をしたいという

のと、地域において大学があることによる文化的・経

済的波及効果が大きいだろうということがありまし

たので、当時の北海道産業短期大学に、ぜひそういう

構想があるのであれば、紋別市に設置してもらえない

かということが事の始まりだ、ったんです。

当時、道内の大学・短大が公立・私立あわせて 47

校ありました。その 70%が札幌圏に集中しておりま

す。このあたりにありましたのは北見工大、近くて帯

広畜産大学、あと道教育大学の釧路分校、旭川|大学、

当時は北日本大学といわれていたかと思うんですけ

れども、そういうかたちでありました。そういった流

れから誘致が始まりまして、市、議会、経済界あげて

誘致活動をしたわけです。その功が実りまして、昭和

53年の開学になったわけです。

当時、文部省で、大学は以後 5年間一切認めないと

かいろいろなハードノレがありまして、最初は一般的な

学部・学科、工学部を想定していたんですけれど、工

学部をつくるには相当の経費がかかるということ、そ

れと文部省の方針が出された関係で、相当特色のある

学部学科でないと文部省は認可しないだろう、設置審

はクリアできないだろうということで、当時、東北・

北海道には東北福祉大学以北に福祉学部がなかった

ものですから、美術学部の中にデザインと建築をあわ

せて、福祉学部の中にも保育ですとか介護士のコース

がありますけれども、それを文部省に出していくとい

うかたちで変更しまして、無事答申を頂いて設置認可

になりました。

市の財政支援

尾形 開学時期には、財政支援、道路基盤の整備など

も行われまして、土地の無償提供もしております。昭

和60年代に入ってからは学生確保の観点から、財政

支援というかたちで要請がきましたので、昭和田年、

実質は平成元年から平成4年まで財政的な支援を第1

次支援というかたちで行いました。内容は練習場です

とかバレーコートですとか、いわゆるハード面での整

備について市の方から補助金を出すというかたちで
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す。その後、平成5年以降も、定員は伸びてきたんで

すけれども経営状態が当初開学してからずっと定員

割れだったという事情があって、かなり経営上は圧迫

されているということで、支援を引き続きお願いした

いという要請が 5年聞きていたんですけれども、最終

的にそのへんについては市の方が財政支援できない

という経過がありまして、その交渉が続いていたんで

すけれども、最終的には平成 9年に第 2次支援とい

うかたちでもう一度財政支援をすることでありまし

た。

その途中で、大学振興室が設置されているという格

好になっております。質問の一点目の「大学振興室設

置以降、紋別市が行ってきた大学の振興と地域の文化

や学問、産業、発展を結びつける政策等について」と

いうことで、 7点ばかりございます。振興室設置から

実際に大学に対して支援を行ってきた経緯なんです

けれど、まず、平成5年からの大学からの要請に対し

て市の方が財政的に厳しいということでお断りして

おりましたけれども、再三に渡り支援をしてほしいと

いう要請がありまして、支援がいただけないというこ

とであれば、美術学部、社会福祉学部し、ずれも、紋別

からは移転せざるを得ないというような内容だった

んですね。市の方としては存続を願うということで、

平成 7年の 10月に、社会福祉学部の存続に向けて協

議をしました。議会の方も平成 7年の 9月に「道都

大学存続に関する調査研究特別委員会jを設置しまし

て、同じ平成7年 10月 1日に、市の方は行政として

大学振興室を総務部内に設置し、専任の職員を配置し

たということなんです。

姫田 当時の産業短期大学の担当者が文部省の大学

の担当者のところに行って、地図を広げて紋別市の位

置を説明したときに、こんなところで人が集まるのか、

と開口一番にいわれたそうです。要するに、札幌です

とか東京圏のようにほっておいても各地から学生が

集まってくれる場所と比べて、紋別市で本当に可能な

んですかという、相当厳しい論議があったそうです。

もう一点は、北見なんかもそうでしょうけれども、例

えば、稚内の北星学園大学もそうだと思うんですけれ

ども、講師・教授陣の確保が相当厳しい状況があるん

です。札幌圏ですと、どこかの大学の方を、教授会の

了解をとれば時間講師というかたちで、優秀なスタッ

フを揃えることが可能なんでしょうけれども、どうし

ても時間差がある地域においては、 1日あるいは 2日

3日仕事になる。そうすると、それだけの専任の講

師・教授を抱えないといけない。ということになれば、

学生数の確保も当然でしょうけれども、教授陣・講師

陣の確保というのが大学運営にとっては相当厳しい

ものになるということが現実にはあったわけです。

尾形 戻りまして大学振興室の設置以降の話ですけ

れど、その前段で、設置から平成9年の 4月に、第 2

次支援となりますけれども、財政支援の協定を結んで

いますので、そこまでの部分をご説明させていただき

たいと思います。

先ほど申しましたように、本学自体がなくなっては

困るということもございまして、対策を練らなければ

ならないということから、平成7年の 10月に大学振

興室が設置されました。美術学部については移転を決

定するというような通知がありまして、平成8年の段

階で移転することになるわけなんですけれども、社会

福祉学部を残していただくということで、いろいろな

情報収集ですとか調査研究のために大学振興室を設

置しました。それで、議会の方にも、先ほどいいまし

た調査研究特別委員会がありますので、その中で行政

と議会と審議して、一体になって何ができるのかとい

うことを論議する場になったということです。

市の方は、大学振興室が設置してから平成8年度以

降の事業ということで、独自に大学の支援施策を説明

資料の①~②、 4点ほど掲げました。それが平成8年

2月です。

1点目は、学生が道東・道央地区、あるいは道外出

身者もかなり多いようですから、帰省も含めてなんで

すが、就職活動や実習活動で本州の方なり出身校に戻

るというような場合がありますので、その場合の経費

の助成という ことで、飛行機を利用した場合は定額を

助成していました。この助成額は、当時、千歳便はス

カイメイトを使って大体 1万円くらいになっていた

と思います。それからさらに 6000円ぐらい補助して

いたんです。だから、 3000円で飛行機を使えた、そ

うしづ助成をやっていました。その後、飛行機の運賃

自体が上がりましたが、金額については据え置きのま

まだ、ったものですから、本人の負担はそれぞれ増えて

いきました。そのあと鉄路がなくなったものですから、

パス路線が直行便で札幌に入れるんです。それが 6、

7千円ぐらいだったものですから、以降はだいたいそ

れと同じぐらいの金額の負担になりました。

姉崎 これはいまも継続しているんですか?

尾形 いえ、実はもう千歳便、丘珠便とも飛んでおり

ませんので、飛行機自体が飛んでいないものですから、

助成できていません。これにつUては大学の方にもお

話はしているんです。
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光本 東京便にはなさってないんですか?

尾形 通常道内路線までであれば、紋別と道央圏につ

いては距離的な格差があるだろうと、だけれども、札

幌から本州方向についてはどこに行っても変わらな

いということで、紋別が東京までを補助する必要はな

いわけです。例えば、札幌圏に研修所なり、出身校な

りがあってそこに行くのに経費がかかるんだという

ことであるから補助するので、あって、それ以外の理由

では助成はできないということになります。紋別にい

て、実習なり就職の場なりを探すときに時間がかかる

ので、その経済的負担については軽減をしたいという

ことで、航空便の助成をしたんでLす。

光本 札幌にいる場合との格差をできるだけ少なく

するという考え方ですね。

尾形 ②の「大学のまち PR事業Jというのは、 冊子

を5000部、紋別で学びましようというようなパンフ

レットをつくってですね、道内の全高校と、本州、|は関

東の 1都 6県の高校に配布をしました。道都大は、

開学当初は道外生が 7割ぐらいを占めていたんです。

道内出身は3割程度だ、ったんです。非常に多くの道外

の学生が入ってきたということで、そちらの方にも

PRをということになったんです。

それから、③の 「道都大学生入学支援事業jですけ

れども、これは地元の出身者が道都大に進学した場合

に、入学時に納める授業料を除いた部分について、市

の方から助成をしたということです。

光本 全額ですか?

尾形 全額になります。最高 63万円になりま した。

入学金と施設費です。

ただ、残念ながら、進学するもの自体が少なくて、

年間 2件とか 3、4件という調子なんです。 4件集ま

っても 250万円ぐらいになりますけれども。そのあ

と、大学の方もここ 3年くらいの問に入学金を下げた

り、施設費自体を減額したりということはやっていま

すので、ちょっと変わってきています。これを始めた

のは平成9年からです。

それから、 「大学機能を活かした街づくり ビジョン

策定事業Jということで、シンクタンクに発注して、

アンケー ト調査等をふまえて、地元と大学とが共存・

共栄できる道があるかどうかということで、どうすれ

ば双方お互いに支えになるように機能できるか、共存

していけるかという事業を立ててもらいました。これ

によって支援策についても検討しましたけれども、財

政支援の要請が来ておりましたから、結果的に要望書

を受け入れるようなかたちで、内容については金額等

の調整がありますけれども、平成9年の4月 17日に、

第 2次になりますけれども、「財政支援に関する協定

書Jを締結しまして、平成9年度から 18年度まで 10

年間、毎年 2億 8千万円ずつ財政支援します、 とい

うような中身になりました。

内容については補助金というかたちで施行するこ

とにしましたので、大きくいうと、キャンパスを改修

整備する事業に関する経費を補助する、二つ目は、工

具ですとか教具ですとか、そういう部分で近代化のた

めに更新してし、かなければならない、そういう部分に

ついて補助をするということ。それから学生の確保対

策事業、例えば入試の説明会ですとか、パンフレッ ト

費ですとか、ガイドブックですとか、それらの経費に

対して補助する。というようなことで、項目をそれぞ

れ設けまして、それに対して補助をしていきますとい

う協定書を結びました。

それで、「大学の研究・教育環境の向上についてJ

ですけれども、これについては、いま申しあげました

とおり財政支援によって大学からの要望書の中で、例

えば、 LL教室については更新をしてセッ トを整備し

なければ、これからの学生のニーズに応えられない、

ということもあり、図書環境を整備したり、あるいは

庁内ネットワーク、学内 LANの整備をする経費とい

って要請自体がきておりますので、それに対して支援

をするということになります。財政支援に関する協定

に基づいて、年次的に大学の方から整備計画を出して、

それに対して補助をしていくという方法を平成 9年

度以降とってきています。

住宅の確保

尾形 それから 「学生・教職員の通学・通勤、住居環

境の向上」ですけれども、これについては、開学時に

は、道路環境ですとかキャンパス敷地までの道路・下

水・街灯等は整備しました。また、教職員のための住

宅用地の確保については調整をしましたけれども、政

策的に整備をしたということではありません。資料に

3行ほど書いてありますけれども、下宿・アパート、

学生宿舎については、関学時は下宿・アパートなどは

ありませんでしたから、住宅を建ててほしい、学生が

入る下宿を用意してほしいということは、市として商

工会議所なり、金融機関を通して融資の枠を設けてい

ただいたりして、市民の方にお願いをした部分があり

ます。

18歳入口のピーク時が平成元年から 5年あたりに

あり、入学生がかなり増えてきたんですが、その時期

- 104-
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は不足したんです。500'"'-'600人の時代から最高 1600

人ぐらいいったんですけれども、その段階では民間住

宅がなくなりま したので、その際の住宅を用意したい

ということで、 これも民間の方にお願し、した経緯があ

ります。いよいよ足りなくなりまして、市の方は普通

財産というかたちでアパート的なものを住居として

確保したんです。

光本 公務員住宅ではなくて?

尾形 JRの宿舎があるんです。

光本 国鉄時代のですね。

尾形 それは当然市の方に来ていますから、そちらで

住宅を貸し付けま した。緊急対策ですけれどね。美術

学部が 8年に移転になりましたので、その部分につい

ては、その段階で全部カットしまして、貸し出しは一

切しないことにしました。

それでも下宿等については、入居者が減っていくと

いう事情には変わりはなかったですね。やはり形態が

下宿からワンルームのアパー ト的なものに学生の趣

向が変わっていきま した。体育会系の学生さんは集団

で入れられちゃうんですけれどね。

それから 3番目の 「入学生の確保Jですけれども、

これも「財政支援に関する協定Jに基づいて、先ほど

の学生確保対策事業という項目の中で、入学説明会で

すとか、パンフレット類ですとか、そういうものに関

して補助金として出しました。資料の下の方の②、③

については、先ほど経過のところでいいました再掲で

すので、これについては説明を省略させていただきま

す。

卒業生の地域定着

尾形 (4)の 「卒業生の地域定着」なんですが、これ

は非常に難しい課題です。街づくり計画でもそうです

けれども、地元企業でそういう受け皿、卒業生を受け

られるだけの体力的な問題もあろうかと思いますが、

大学振興室設置以降はかなり景気状況も悪くて、道内

もよくなかったんですけれども、好転材料がなかった

ということがあります。その雇用の場自体が農林漁業

水産業を基本としていますので、そちらに従事すると

いうことであればある程度あるんでしょうけれども、

それ以外で一般事務職レベルになりますと金融機関

か官公庁か、例えば漁業組合ですとか事務部門のある

農協さんですとか、そのような企業に就職するしかな

いわけなんです。なかなか学生が希望するニーズと地

元の業種とが一致するものが少ないという ことがあ

ったんだと思います。あと、道外生が多かったという

ことで、かなり道内の方にも散らばったり、管内に散

らばります。ただ、管内の実績等については、残念な

がらうちの方ではおさえきってはいません。

社会福祉事業関係は、うちの社会福祉協議会ですと

か、オホーツク福祉園ですとかいろいろと福祉施設も

ありますので、そちらの方に道都大生の OBがかなり

いらっしゃいます。市役所にも毎年募集して何人か入

ってきています。いま 340人の職員数で、そのうち

だいたい 30名が道都大生ですから、率と してはかな

り高いです。

光本 2番目はどこですか?

姫田 北海学園か専修か、札大も最近多し、かも しれな

いですね。

光本 わりと札幌圏の私学が多くなっていますね。

尾形 北大は何人ぐらいでしたっけ?

姫田 北大は、水産加工業ですとか、海を持っている

関係で、北大の水産の方が多いですね。

姉崎 北見市は北見工大が一番。

姫田 北見工大も多いんです(笑)。

尾形 卒業生の地域定着については、行政的に音頭を

とって説明会をしたり、企業まわりをして、道都大生

を使ってくださいということは組織的にはしていま

せん。企業の経営者などで構成している 「道都大学協

力会Jがあるんですが、そういう地元の事業者さんが

入った民間団体がありますし、それぞれの体育会系の

クラブの後援会に地元の方、会社経営者の方がたくさ

ん入っていますので、そちらの方の民間活力に期待と

いいますか、そういうかたちで、 市としてはやってい

ないです。

人材 ・知的成果の活用

尾形 (5)の 「大学の人材・知的成果の利用j につい

ては、基本的には、第4次の総合計画が平成 11年か

らあるんですけれども、それらへの参画ですとか、現

在進行しています障害者の福祉計画、介護保険事業計

画、次世代育成支援行動計画、そちらの方に大学のか

たに参加いただいています。それ以外にも、行政委員

会ですとか、各種委員会について、福祉関係ですとか、

教育関係ですとか、文化関係の委員会の方に、散発的

に参加をしていただいています。過去ずっとそういう

かたちで、それぞれの行政分野の中で、学識研究者で

すとか、あるいは一般公募ですとか、官公庁とかのメ

ンバーを組むときに、だいたい参画をいただいていま

す。

そのほか、市民大学講座とし、う生涯学習機関があり
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ますけれども、そちらの方にも講師としてネームを、

継続して組んでいますので、その中で、カリキュラム

によって講師をしていただくこともありました。

姫田 一つ補足しますと、美術学部の建築学科があっ

たころ、中心商庖街はどこの地方都市においても疲弊

が激しいんですけれども、中心商庖街対策委員会みた

いなものをつくりまして、将来ビジョンをどうするか

ということで、やっているんですけれども、美術学部が

あったときにはその先生方に委員会に参加していた

だいて、いろんなアイディアを頂いたということはあ

りました。その学部学科がし、までもあれば、そういっ

たことで引き続き協力を頂いたり、アイディアを頂く

ということは当然あると思いますね。

姉崎 委員などに参加されている場合でいうと道都

大以外の大学の先生も入っているんですか?

姫田 北見工大の先生なんかは環境関係で、は入って

きていますし、農業関係では農大が入られているのか

どうか、そこまで調査していないんですけれども、紋

別だけではなくて、例えば、林業ですと西部地区の林

業振興計画をっくりますから、そこには管内のいろん

な大学の先生方が入られていると思います。紋別市だ

けで、持っている計画だけでなくて、管内で、広域で、持っ

ているところには、そういう先生方が当然入られるこ

とはあります。

施設の利用

尾形 (6)の「大学施設の利用Jですけれども、平成

12， 3年ごろから大学の方でも広く市民にキャンパス

利用ということで、イベントなどを組みたいというこ

とで、「道都大協力会」などの民間団体と早くやりた

いというのがあったわけですけれども、これまでの実

績としては、大学祭ですとか大学問公開交流セミナー、

オホーツク・大学問交流連絡協議会の方の事業ですと

か、あとは、大学施設の利用というものにはあたらな

いとは思いますが、道都大の協力会の活動で、財政支

援を毎年しているということもありますので、施設の

整備状況ですとかクラブ活動の状況ですとかについ

てのキャンパス見学を、だいたい例年、会員で、行って

いるということはありました。

ただ、大学施設の利用については、今回移転という

ことをふまえまして、キャンパスで整備された施設の

利用については、今後大学側と協議をして、市民にと

っても大学にとっても有効利用ができるように、話し

合いを進めていきたいということです。

(7)の「その他j ですけれども、道都大学協力会

が昭和 61年に民間団体として設立されまして、市内

の個人の方も当然入っていますし、民間の事業者とか

代表者の方とかそういうメンバーで、いまだいたい

300会員くらいありまして。設立当初は、市の方から

事務経費あるいは事業経費などの当初経費分という

ことで補助金を支出しました。年間 10万円から 20

万円くらいです。ただ、周年事業が想定されていまし

たので、例えば、大学開学 25周年記念ですとか、そ

ういう折に協力会として事業をしたいということで、

積み立てをしておりましたので、それらもあって当初

支援しておりましたけれども、平成 12年からは独自

会費経営で自立しますということで、補助金について

は辞退しますということで来ています。今回移転とい

うことが確定しましたので、道都大学協力会も今年度

をもって解散というようになっています。

大学との意思疎通

尾形 次に、大きな 2の件ですけれども、 11の政策

を策定・実施するにあたって、市はどのようなかたち

で大学との意思疎通を行っているかjということです。

まず、 トップ同士の話し合いが必要だということで、

最低年間 2回、市長と大学の総長とトップ会談を実施

しています。

事務レベルでは、平成9年4月 17日に締結した「財

政支援に関する協定書」に基づきまして、毎年度、次

年度整備計画の提出を求めた上で、その内容について

協議しています。大学から申請書が来て、どういう目

的でやるのかということについて説明があります。学

生確保についてはこういう分野で協力を進めたいと

か、こちらの方に経費配分をしてほしいですとか、そ

ういうような説明を受けています。

大学振興室の位置づけと役割

尾形 大きな 3番目の 「大学振興室の体制・市政上の

一一106ー ー
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位置づけ等Jですけれども、後段の社会福祉課との事

業分担との部分を除いて説明しますと、第4次の紋別

市総合計画に定義づけされています。

カ年ということになりますけれども、基本目標は四つ

ありまして、その中の第2節に、地域福祉の件として

大学交流事業を位置づけております。項目としては、

大学の講師を招聴して、いろいろな地域福祉に関する

事業を行う、地域福祉の調査研究を共同で行う、とい

うような部分になります。それから、第4節「豊かな

心を未来につなぐまちづくり」に、教育関連の分野の

施策大綱として「大学jという項目を設けまして、そ

こで、主要事業として大学の充実と大学機能の活用と

交流という内容があります。大学の充実という部分に

協定書に基づく財政支援も含まれているということ

で、こちらの分野が大学振興室の範曙としづ格好です。

財政支援の協定を結んでいますので、整備計画に対し

てその補助をしていくという部分の財政的な支援策

については大学振興室で、やっています。

そのほか、社会福祉の実習ですとか、それらの受け

入れ窓口については保健福祉部社会福祉課が所管し

ているとし、う状況です。

大学問連携

尾形 それから 4番目の「大学関連携jですが、これ

については、平成 3年に管内 4大学のセミナーの開

催がありましたけれども、これについては財政支援と

いうかたちで、負担金・補助金としづ格好で、 3市、

北見、紋別、網走でそれぞれ、事務費程度の経費を出

しています。その他、地元で開催があった場合につい

ては地元負担ということで、補助金を上乗せしていま

す。それ以外は、行政的にはそれに対してタッチはし

ておりません。後援名義の要請があった場合について

は、どんどん後援いたしますし、あとはどんどんやっ

てくださいということで、口は出さないようにしてお

ります。

この時期、大学の移転の事務的な整理の問題ですと

かございまして、資料提供が時期的に難しいというこ

とがありまして、大変恐縮なんですけれども、提供で

きるものはこの程度になります。

財政支援に関する合意

姉崎 他の自治体があまりやっていない事業をやっ

ていらっしゃると思うんですが、公私協力方式の場合

ですと、お互いの関係をどうつくるのかという難しい

ところもあると思います。つまり、特定の私立大学に

ついて公共性の高い自治体が、一定の税を元にした負

担をどの程度するのか。私立大学も公共性の高い文化

的な教育的な機能を持ちますから、営利企業とは違う

役割を持ちますけれど、場合によっては、先ほどの飛

行機の補助を含めて、手厚い措置をしますと、それは

やりすぎではなし、かという人たちが当然出てくると

思うんですけれど、そのあたりはどういうふうに考え

て整理してこられたのでしょうか。

尾形 一言で整理するのは大変難しいんです。経過と

しては、先ほど申し上げましたけれど、開学の段階か

ら市を挙げて支援してきました。当時の状況からいい

ますと、人口も減ってくる中で、もう一度紋別の活力

を取り戻したい。もちろん産業もありますけれども、

そのときにいわれていましたのは、大学は、経済効果

だとか人手の問題ではなくて、文化ですとか、これか

らの教育問題ですとか、そういうことをふまえて、非

常に大きな意志で動いたんです。ですから、それらが

みんなかみあった中で、どこの分野でも一丸となって

支援をしようという気運で来ていますので、途中で困

難であれば当初支援をして、そのあと経営努力の中か

ら大学が充実していければ、ということだったと思い

ます。

なかなか情勢はそうはいかなかったということも

ありまして、財政支援をせざるを得ないということに

なりました。財政支援については、議会でも特別委員

会を設置した中で何十回と協議を重ねた上で、やって

います。当然、反対意見もございます。そこまで税金

を投資していいのかとか、その整備は果たして税金の

使い道としていいのかとか、いろんな意見は当然出ま

した。最終的には、市の方は予算というかたちで措置

しますので、それに対しては議会の承認がいりますか

ら、それについては理解を頂いたということで、市民

合意が出た中で財政的な支援も行ってきたというこ

となんです。

経営環境の変化と大学の存続問題

姉崎 私学の経営には自治体が関与することはでき

ませんけれど、世界の大きな流れの中で競争的な環境

が強まってきたり、学生の流れも変わってくると、そ

れ自身は自治体によって止めることはできないと思

うんですけれど、率直なところ、随分投資をしてきて、

それで、行かれてしまうと、それは致し方なくて、軟着

地しなければいけないところはあると思いますけれ

ど、やっぱり相当な痛手ではなし、かなと思うんですけ
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れど。

尾形 大変大きな痛手ですね。四半世紀以上も経って

ずっと来ています大学ですから。教育の場合、百年ぐ

らいの規模で、前途を見渡した上で、の開設だ、ったと思

いますから、市の方も百年先の子どもたちのためにと

いうことで、第一次支援も第二次支援もそういう意識

で支援をしたいということで、やってきておりました

ので、痛手という面では非常に大きいですね。

直接的に、卒業生のほとんどが地元に就職して活躍

できる場があって、大学とパイプが密接に常にあるん

だということであればよかったんでしょうけれども、

受け入れられる職場がなかったのかもしれません。職

場としてはあるといえばあるんです。ただ、大学を出

られた方が、専門的知識、持ったものを活かしてでき

るような職場があるかどうかというと、それが非常に

限られてくるというのが実態です。

姫田 函館の未来大ですとか釧路の公立大学など、公

立関係はありますけれども、実際に公立で経営すれば

自治体として相当負担がいるわけです。そういう面で

は、私立大学に存立していただいて支援することは地

元にとっても必要なことだと思うし、地元の子どもさ

んたちの将来にわたっての教育なり地域の文化・学問

に大きな貢献をされることは、当然認識を持って、議

会の審議がされ、そうしづ理解のもと、今日まで相当

な額の支援をしてきたわけです。

支援する側とすれば、本音は、たとえ 60億支援し

ょうが、 100億支援しょうが、将来に渡ってゆるぎな

い基盤ができることが、一番確約が欲しいところです。

それであれば、一般市民の方々も納得してくれるんだ

ろうと思うんです。いま、あちらこちらの大学なり短

大が少子化の影響を受けて厳しくなっています。北海

学園北見大学もそうでしたし、うちもそのかたちにな

りましたし、将来、またそういうかたちが出てくる可

能性は十分ありますよね。

現実的には道都大学の定員 160人の中で、今年度

の入学数が 78人、定員の半数ぐらいしか入学数がし、

ないんで、す。大学の側から見れば、予想はしていたと

はいえ、急激な少子化と、それと厚生省の考え方もあ

ったんでしょうけれども、介護保険の導入ですとか福

祉環境が相当変わってきています。官頭にいいました

ように、福祉学科・学部が全国至るところにできた。

それから、これだ、けバブルの影響を受けて、親御さん

たちがリストラですとか、経済的に家庭環境が厳しく

なった時代に、遠くの大学まで行かす余裕もない。ま

た、極端にいいますと、四年制の大学を卒業しなくて

も、介護福祉士は3年の専門学校でも資格は取れると

いうことも含めて、道都大学自身もこれまで影響を受

けるということは考えてなかったと思うんです。

市長と総長とのトップ会談もやっていますけれど

も、市は将来に渡って存続を願っていますけれども、

大学が存続するのであれば、定員が割れた分、市が持

てるのかという部分があります。公私協力でともに歩

んでいくとすれば。それはもう、お互いに無理な状況

だというところが、今回お互いに最終的な結論を出し

た、苦渋の決断をしたというのが本音のところなんで

す。

将来に渡ってその大学が存続していけるのであれ

ば、税金をある程度投入したとしても市民や議会に理

解が得られるんだと思いますね。自治体の財政力に応

じて、どの範囲というのはちょっと分かりませんけれ

ど、あるいは学部・学科の生徒数にもよるでしょうし、

どのへんが判断基準かというのはそれぞれの自治体

がお考えになることだと思うんですけれども、私ども

も、その点は、 2億 8000万を、相当うちの財政が厳

しい中で支援してきたんですけれども、これで定員が

確保されていれば、大学としても来年度撤退という話

しはなかったのかもしれません。ただ、福祉学科系・

学部系がたくさんありますので、来年4月の入学生も

半数を確保することは相当厳しいだろうと。加えて、

専任の講師・教授を遠隔地の関係で、持つということは、

また経営上も厳しい問題である。例えていうならば、

北広島と紋別、二釜戸を持っていますから、そういっ

た部分でも厳しいことかもしれません。

光本 経営サイドとしては、社会福祉学部にこだわり

続けるのではなくて、学部や学科の中身を変えること

によって定員を確保しようという行動もあり得ると

思うんですけれども、市側との話し合いの中ではそう

いう話は全くなかったんでしょうか?

姫田 大学自体はそういう危機感は充分お持ちにな

っていまして、当初、社会福祉学部の資格としては保

育士ですとか、介護福祉士等の資格でスタートしてい

るんですけれども、その後、社会福祉士の国家試験を

受けられる体制までは整えているんです。社会福祉士

はなかなかまだいらっしゃらないものですから、その

面では他大学に比べると優位性はあると思うんです。

大学は、その点は相当ご苦労をされて、そういうカリ

キュラム体制をとられていました。それを市がどうこ

うということはありませんけれど、市の財政支援の中

ではそういった施設整備というのはあわせて必要な

部分を割いています。
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尾形 いま、介護実習室の整備をしなければならない

ということで、補助金の範囲でやりましたけれども、

平成 9年の段階の財政支援の要請書の中にはない項

目で介護実習室を整備したいというようになってい

ますけれど、それは介護保険制度ができていく中で実

習形態を充実させる展開をしてきて、新たな整備が必

要だということで、やってきているんです。

姫困 難しいのは厚生省と文部省、両方にまたがるん

です。厚生省は相当厳しかったみたいです。

大学施設の活用

姉崎 問題はいくつかあると思いますけれど、大学側

にとってみれば学生がいますし教員がし、ますから、そ

れをスムーズに向こうに移すという難事業が半年後

に残っていて、それがかなり大変だということがあり

ますね。それから、跡地をどういうふうに活用するの

か、あるいは将来の見込みを含んでどういう芽を出し

ていくかということが出てくると思いますし、他面で

は、これまでの投資したものを自治体としてどういう

ふうに整備していくのかという問題があると思いま

す。跡地については、北見でもいくつかのアイディア

が出てきて、一定程度キャンパス機能を残しながら、

何らかの教育的に別なかたちで、いわば活かそうとい

うことを模索されているようですが、紋別の場合はど

うでしょうか。

尾形 決まっていません。まだ協議中ですから。

姉崎 そうですか。いまはまだ微妙な時期だと思いま

すが、そこをどうするかについての、ある程度の大学

側からの積極的な提案とか、代案を出されたりしてい

るのかどうか。

姫田 それはまだ出していません。というのは、基本

的に土地については、大学がなくなると市に返してく

ださいという契約条項にはなっていないんです。当初

10万坪提供した土地についてはそういうかたちです

から、すでに大学の基本財産になっています。建物は

大学が自ら建てられた建物ですから、その財産につい

ては紋別市がどうこういえる問題ではないです。

ただ、住民感情としても、議会の感情としても、あ

れだけの広大な土地にあれだけの大きな施設がある

と、それだけの施設の有効利用をどうするんだという

ことは議会を通じて市にもそういう問し、かけはあり

ます。ありますけれども、いまのところは、トップ会

談を含めて事務方でも話し合いをしているのは、大学

の財産ですから、大学側は、いまのところ研究教育施

設として引き続き利用したい、その具体的な中身がま

とまれば、市の方に提案をしたいといわれております

ので、それをお待ちしている状況です。

姉崎 それは来年までに結論を出すということです

カミ?

姫田 早い時期にということですから、一般的には3

月撤退までには出てくるんだろうなと私どもも期待

しています。夏季合宿ですとか、夏季ゼミナールで、す

とか、どういう中身が出されるのかちょっと分かりま

せんけれども。

上田 美術学部があったということは、広いアトリエ

などがきっとあるんじゃなし、かなと思ったり、全天候

型の体育館とか立派なものがあるようなお話も聞い

ていたんですが、そういうものを市民が活用するとい

うような発想は、いまあるんでしょうか。

尾形 あるかもしれませんけれども、いまの段階では、

大学の方からの提案もあるでしょうし、大学側の交渉

もあるでしょうし、こちらの方からプロポーズしてい

くという状況ではないんですよ。いまやっと、お互い

がやむをえないけれども苦渋の決断をしたという状

況ですから、この後は、双方がこれからさらに納得し

て、お互いに意思疎通を確認していった中で方向性を

定めてし、かないと難しいと思うんですね。市の方から

これはどうなっていますかということはなかなかい

えません。タイミングを見計らいながら、相談の時期

を待っている状況です。

姫田 おっしゃられたように、体育館も立派なものな

んです。体育館の地下にもトレーニング器機が相当な

ものが入っているんです。

尾形 ここ 2、3年で整備したトレーニング器機もあ

るんですよ。

姫田 それが紋別市内に公共施設にはなくて、そこに

しかないというのであれば、市民ニーズもあると思う

んです。ところが、市はすでにスポーツセンターを持

っていて、そこにトレーニング器機類も持っています。

フ。ールもあります。大学は野球場を持っているんです

けれど、野球場も市には元々ある。ですから、大学の

お持ちになっている施設の中で、市が持っていない、あ

るいは市民ニーズ、が高いようなもの、あるいは市が持

っていても、需要が高くて間に合わないというような

施設があれば、もし大学からの提案の中にそういうも

のが含まれていなければ、市の方からお願し、をするこ

とはあるかもしれませんけれども、現実問題としては

そこまでし、かないと思いますね。

姉崎 市と大学の幸福な時代がだいぶ続いたけれど

も、突風で、だめになってきて、協議して協定を結んだ
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